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当協会の行う「実用数学技能検定（数学検定・算数検定）」は、検定によって人をふるい分けるというものではあり
ません。当協会は、「算数・数学が好きな児童・生徒・学生・社会人をいかに多く育てるか」が大切であると考えています。
数学の問題を解くことを通して、数学を楽しむことができる機会を、検定という手法を用いて広くみなさまに提供
しています。
数学検定は、数学の知識をどれだけ覚えているかを問うものではありません。数学検定の正式名称は先に記した
とおり実用数学技能検定で、社会や日常生活で数学がいかに使えるか、使われているかを、検定問題を通じて理解
いただくことに重きを置いております。数学を理解し、使えるようになるということは、金融・情報・ＡＩ・工学・技術・
流通・サービスなど、文系理系を問わず、さまざまな分野の発展に寄与する人材の育成につながります。また、数
学的に考えることによって、他者との情報・意見交換が正確に行えるようになるということは、社会の中でとくに
役立つ技能となります。
当協会が、なぜ発足当初から「記述式」の答案を大切にしてきたかは、数学検定のあり方と直接かかわると同時に、
数学という学問をいかに捉えるかに応えることとも関連します。数学的に考えることは人類にとって基本的な思考
方法であり、この思考方法が存在することによって人類は社会を構築してきたといっても過言ではありません。
数学の学びを通して、知識や技能を習得するだけでなく、それらを活用して問題を解決したり、新しい知識や技
能を導き出したりする過程で、「考える」ことの質を高めていくことが大切です。このため、記述することは必要不可
欠であると考えています。

（１）条件から結論を導くための筋道を記述することによって、情報を整理し、条件を導き出し、正確に伝える
力を身に付けることができます。

（２）考えたこと、その過程や結果を記述することによって、考えがどこまで到達したかを確認でき、よりよい
考えや説明の仕方を導くきっかけをみつけることができます。

（３）考え方を記述し振り返ることにより、数学的な考え方は一通りではないことが分かり、社会のさまざまな
問題を解決する場合にも考え方は１つではないことが理解でき、物事を多面的に見る力を高めることがで
きます。

（４）新しい知識や技能を導く過程で、その意味や手順を記述することによって、それらの知識・技能をよりよ
く習得することができます。

（５）自らの考えを記述して第三者に伝えることは、社会生活においても重要なことであり、数学の学びを通し
てその基礎的な技能を身につけることができます。

「記述式」を重んじる理由
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問題例１は、日常生活の事象を数学的にとらえた問題です。解答例では１次不等式を使って解いていますが、方
程式や１次関数のグラフを用いた解法も考えられます。記述式にすることで受検者のさまざまな考え方を捉えるこ
とができ、考え方がいろいろあり一通りでないこと知ることができます。記述式の出題により、正解に到達しなく
ても、途中の筋道が正しければ、部分点を付与することができます。

以下に当協会が過去に出題した問題から２題（数学検定２級　高等学校２年程度）を問題例として挙げます。

【問題例１】

【解答例】

　あやこさんは，文化祭のポスターの印刷にかかる費用の見積もりを取りました。Ａ社に注文すると，１０

０部以下は部数に関係なく合計１４４００円で，１００部を超えた分については１部あたり２０円かかります。

B社に注文すると，８０部以下は部数に関係なく合計１８２００円で，８０部を超えた分については１部あた

り１５円かかります。このとき，Ａ社，Ｂ社どちらに注文するほうが安いですか。注文する部数により場合

分けして答えなさい。

　１００部以下のときは，Ａ社のほうが安い。

　注文する部数を x（ x＞１００）とする。

　Ａ社，Ｂ社に注文したときにかかる費用は，

それぞれ

　　１４４００＋２０（x－１００）＝２０x＋１２４００

　　１８２００＋１５（x－８０）＝１５x＋１７０００

　Ｂ社よりＡ社のほうが安いのは

　　２０x＋１２４００＜１５x＋１７０００

　　　　　　　　５x＜４６００

　　　　　　　　x＜９２０

　Ａ社とＢ社の費用が等しいのは

　　２０x＋１２４００＝１５x＋１７０００

　　　　　　　 x＝９２０

　Ａ社よりＢ社のほうが安いのは

　　２０x＋１２４００＞１５x＋１７０００

　　　　　　　 x＞９２０

（答）９２０部より少ないとき，Ａ社のほうが安い。

９２０部のとき，費用は等しい。

９２０部より多いとき，Ｂ社のほうが安い。
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　ある企業で，新人研修が終わった新入社員をいくつかの部署に配属することになりました。そのため，そ

れぞれの新入社員の得意分野，不得意分野を考慮し，各部署に配属した場合の期待効果を１０点満点の点数

で評価しました。下の㋐，㋑，㋒は配属するときの条件です。

　　㋐　それぞれの新入社員を，１つの部署だけに配属する。

　　㋑　各部署には１人あるいは２人を配属する。

　　㋒　新入社員全員の期待効果の合計が最大になるように配属する。

　

上の㋐，㋑，㋒の条件をすべて満たすように新入社員を配属するとき，次の問いに答えなさい。この問題は

解法の過程を記述せずに，答えだけを書いてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理技能）

（１）　右の表は，６人の新入社員Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆを３つの部署Ｐ，Ｑ，

Ｒ部に配属した場合の期待効果を表したものです。６人の配属先と

期待効果の合計をそれぞれ求めなさい。

（２）　右の表は，６人の新入社員Ｇ，Ｈ，Ｉ，Ｊ，Ｋ，Ｌを４つの部

署Ｘ，Ｙ，Ｚ，Ｗ部に配属した場合の期待効果を表したもので

す。６人の配属先と期待効果の合計をそれぞれ求めなさい。

問題例２は、社会の事象に関連した問題で、解答形式は短答式です。（２）では、新入社員をそれぞれの期待効果が
最大の部署に配属することができないので、試行錯誤が必要です。その際、全体の期待効果が最大であることを確
認するために数学的に考えることが必要となります。

【問題例２】

【解答例】
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